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概要　客観的，連続的な胎動記録が で き，同時に 胎児心拍数図が記録 で きる超音波 ドプ ラ 胎動計を用 い

て 妊娠各期 の 胎動を記録 し検討 し た ，1）電子 ス キ ャ ン で 認め た 胎動は ，胎動 計記録 と100％に
．一致 し，

胎動 計記録 の 約90％ が 電子 ス キ ャ ン 観察で も認 め られ た．M モ
ードに よ る胎動記録 に

…・致し て 胎動計記

録 が得 られた．2）胎 動 バ ース ト に は ，妊 娠 23週以 降 ， 胎児
．一

過 性頻脈 の 同 時併発 を み ，28〜31週 で

42〜87％ ， 36〜40週 で 91〜100％ の 併発率 で あ つ た 。バ ース ト に 伴 う心拍 数増加 の 振幅 は
， 23〜38moで 直

線的 に 増大 し
， 妊娠 30週で は そ の 平均値 か ら約15bpm と推定 され た ．単発信 号 で は

一一
過性頻脈 の 併 発は

な か つ た ．3）胎児の し や つ くり様運動は 妊娠24週か ら記録され ，
4 分20秒〜17分持続 し

，
25〜28cpm の

規則的 な ス パ イ ク が 連続 した ．一
過性頻脈 の 併発 は なか つ た ．4）母体 の 胎動 自覚率 は

， 記録振 幅13mm
以上 の 胎動 で は 平 均 27．7％，胎動 パ ー

ス トで は 平均 67，7％ で あ り，個人差 ぽ 大 で あ つ た ．記録振幅 10mm
以下 で は ，母体 の 自覚 は な か つ た ．5）妊娠初期 で は U 週以降 （CRL 　54mm 以上）で 胎動が 記録 され た．

6） 日中の 長時間 の 記録で は ，active 　phase の 胎勦バ ー
ス トの 持続 は ，15秒以内，15秒 〜1分，2 分以上

の 3 つ に 大別 され た ．resting 　 phase の 持続 は IG〜36分 で ，そ の 出現 は 13時台 と16時台 に 多 く，resting

phase の 発生間隔 は 24〜152分で あ つ た，7） 日中 の 各時刻帯 1時間 あた りの 記 録振 幅 13mm 以上 の 胎動

数の最大値 は 2β60回 ， 最小値 は 15回 ， 平均値 で は 差 は 少な か つ た．8）母 体の 昼食前後の胎動数の変化
は

， 増加 ま た は 減少の
一

定 の 傾向を認め な か つ た ．

　今後 の 胎動評価 に お い て ， 胎児に 個体 差がある こ とか ら ， 経時的な胎勤観察が重要で ある．

Synepsis　Fetal　 movements 　 in　 each 　 tr三mester 　 were 　 recorded 　 objectively 　 and 　 continuously 　 with 　 an

ultrasonic 　 Doppler　actograph 　 that　 enables 　simultaneous 　 tracingっ f　fetal　 heart　 rate （FHR ） and 　 fetal
movemen 七（FM ）．　 The 　record 　with 　this　method 　was 　compared 　with 　those　of 　the　ultrasonic 　B ・mode 　and 　M −

mode 　respectively ．　 The　onset 　of 　FM 　signal 　bursts　and 　FHR 　acceleration 　was 　nearly 　syrLchronous 　and 　the

transitory　FHRincrease 　associated 　with 　FM 　signal 　bursts　showed 　a 　linear　atnplitude ’incremenしalong 　wi 崩

the　progress　of 　gestation，　 Fetal　hiccup　movements 　were 　recorded 　from　24　weeks 　of 　gestation　and 　lasted

between　 4．3　 minutes 　 and 　 17　 minutes 　 with 　 a　 rate 　 of 　 25　to 　28　 per　 mlnute ，　 No 　 FHR 　 acceleration 　 was

recognized 　in　 such 　movements ．　 Maternal 　perception　was 　67．7％ on 　average 　of　FM 　signal 　bursts．　 Fetal
move   ents 　 in　 early 　pregnancy 　 were 　detected　 in　 the　llth　 week 　 of　 gestat三〇n （CRL 　 54mm ）．　 Long・term
recording 　of　fetal　movements 　was 　carried 　out 　between　9 ：30　and 　17 ；e  and 　the　altemation 　of 　active 　and

resting 　phases 　was 　investlgated．　 The 　resting 　phase 　lasted　ZO　minUtes   n 　average ，（range ，10　to　36　minutes ）．
The 　fetal　activity 　was 　1なot 　inauenced　by　the　matemal 　food　intake．　 It　is　clinically 　sign 三ficant　to　evaluate 　the
change 　in　fetai　movements 　objective 弖y　alld 　continuously ，

Key　werds ； Fetal　movement ・FHR 　acceleration ・Fetal　hiccup　e
　Feta圭actograph ・Long・term 　recording

　　　　　　　　　 緒　　鬢

　胎動の 臨床的意義は，19世紀後半 ま で それ ほ ど

重要視 され て い なか つ た が 91
， 最近 で は 胎動 と胎

児
一

過性頻脈 との 関連が 注 目され，また 胎動 自体

も胎児 の wel1 −beingの 指標 と考 え られて い る．妊

婦の 胎動 自覚に よ る妊娠週数別 の 胎動数や 日内変

動が示 さbU．3）7｝21 ），さ らに 胎動数 の 減少は 胎児 の 危

険徴候 と も い わ れ る
21 ）。母 体 自覚は簡便な反面，客

観性や個人差 の 点で 問題 が ある。客観的 な方法 と

して ， 電磁気法 2q）．
， 外測陣痛計 25 ），圧電 気計

22）
， イ
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ソ ピ ー
ダ ソ ス 決 ）な どが用 い られた 。最近 で は 実

時間超音波断層装置を 用 い た妊娠初期 か らの 胎動

の 分類や 出現週数 の 報告が あ る
5）11 ）。

　 本研究で は，客観的，連続的に 胎動が記録で き，

同時に 胎児心 拍数図 も記録可 能な前田
1〕
の 超音 波

ド プ ラ胎動計を用 い て 胎動を検討した ．

　　　　　　　　　研究対象

　鳥取大学産科に 受診，また は 入 院 した妊 娠 9
〜12週の 5 例，妊娠16〜40週 の 52例 で ， 切迫流早

産以外は 他に合併症の な い 正常月経妊婦を対象と

した ．記録時間は ，妊娠 12週以前 は 20〜30分， 妊

娠 16週 以 降 は 30〜90分 で あ つ た ．さ ら に 妊 娠

28〜37週の 12例に 日中 の長時間 の 胎勤記録を行 な

つ た。

　　　　　　　　　研究方法

　超音波 ドプ ラ胎動計は ，分娩監視装置（TN ・400）

を改造 した も の で ，心拍検出用 プ ロ ーブ を 用 い て

胎動 に よ り発生す る低周 波超音波 ド プ ラ 信 号を検

出記録す る
1）．超音波 は 2MHz 連続波で ， 胎動 ドプ

ラ信号 は心臓信号 とは 別 に増幅，炉波後検 出され，

上向 きの ス パ イ ク 状の 振れ と して 記録され る，胎

動記録時は
， 母体 を仰臥位また は半座位 とし ， 安

静状態で ， 胎動計 プ P 一ブ を児背側 で 胎児心 拍を

検出で きる 部位 の 母 体腹壁に 装着し，胎動 を検出

記録 し
， 以下 の よ うな種 々 の 検討を行なつ た 。胎

動 の 大 き さ と種 類 の 確 認 に は
， 電 子 ス キ ャ ン

（Aloka　SSD 　250
，
258），　 M モ ー ド （Aloka　SSD

120）各装置 を使用 した．

　1．胎動図上 の 記録波形 の 検討

　胎児 の 動 きに 対 す る胎 動図上 の 記録 と電 子 ス

キ ャ ソ 画面で 観察した胎 動を比 較 した ．胎動 計の

記録器用増幅器 の 入 ， 出力を信号遅延 つ き 4 チ ャ

ネ ル 記録器 （TOA 　EPR −241A ）セこ記録 し
， 検者は

電子 ス キ ャ ン 画面の み を 見て 胎動発生時に マ
ーカ

ス イ ッ チ を押 した．胎動借号は マ
ー

カ
ー

よ り遅 れ

て 記録 され る の で 確実に blind　test とな つ た 。次

に M モ ード と胎動記録を 比較 した．さらに 母体に

よ る影響を み るた め
， 子 宮筋腫例 2例 を膀胱充満

下で 胎動計 ブ P 一ブを腹壁 に装着 し，安静時 ； 運

動時に つ い て 検討 した。

　 2．胎動 と胎児心拍数 と の 関連

　 FHR

．−　1，tD −一

　　 図 1 　胎 児心 拍 数図 と胎動 図
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　記録され た胎動は
， 胎動図上 で ス パ イ ク が群発

す る
一群 の 胎動 （バ ー

ス ト） と単発 の 胎動に 大別

された （図 1 ）．そ こ で ，一群 の 胎動や 単発 の 胎動

と胎児心拍数
一

過性頻脈 （振幅15bpm 以上 で 持続

15秒以上） との 関連を ， 妊娠 28〜40週 の 22例に つ

い て検討 し た ．なお ，一群 の 胎動 とは
， 記録振 幅

13mm 以上 の 胎動信 号が 10秒 以内 に 2 回 以上 あ

る もの とした ．雑音成分 との 判別上 ， 記録振幅 13

mm 以上 （フ ル ス ケ ール の 1／3以上） を基 準 と し

た ．さ らに妊娠 23〜38週 の 37例 に つ い て
一

群の 胎

動 に 対応 した 胎児心拍数 の
一過性増加 の 振幅 の 最

大値 と持続時間に つ い て 検討 し た 。肉眼的 に み て

心拍数増加 の前後 5 分間の 心 拍数基線か らの 最大

増加数を心 拍数増加数 とした ，

　 3。い わ ゆる 「し や つ くり様運動」 に つ い て

　 こ の 運動の 規則性 ， 持続時間や心拍数変化に つ

い て 検討 し た ．さ ら に M モ ー ドに よ り，
こ の 運 動

時 の 胎児胸壁 の 変動を記録 し，胎動計記録 と比較

した．また 日中の長時間記録で こ の 運動 の 出現状

況を調 べ た ．

　4．母 体 自覚 と の 比較

　妊娠28〜36週 の 15例で ，
一

群の 胎動や 記録振幅

13mm 以上 の ス パ イ ク 数 と母 体 自覚数を 比較 し

た ．

　5。妊娠初期中期 の 胎動記録

　妊娠初期で は ，母体膀胱充満下で CRL 計測後，

電子 ス キ ャ ン 観察下で 胎児躯幹部 の 動 ぎを記録 し

N 工工
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た ．妊娠中期で は
， 胎動記録の 性状や 胎動に 関連

した心 拍数増加を検討 し た ．

　6．日中の 長時間胎動記録

　妊娠28〜37週 の 12例 に つ い て ， 9時 30分〜17時

ま で の 胎動記録 を行なつ た ．12〜13時の 昼食時間

は 除外 し た ．記録 振 幅13mm 以 上 の 胎動数 を 調

べ ，胎動の 時間的推移 を検討 し た ，

　 a． い わ ゆ る active 　 phase と resting 　phase に

つ い て

　胎児心 拍数図 と胎 動図か ら両 phase を区別 し，

太　田 75

発生状況を 調べ
，
resting 　phase に つ い て は 出現時

刻 帯 ， 持続時間や 発生 間隔を検討し た ．

　b。昼食前後の 胎動数の 比較

　昼 食前後30分間 ，
1 時間の 胎動数 （記録振幅 13

mm 以上 の ス パ イ ク数）を比較 した，

　　　　　　　　　結　　果

　 1．胎動図上 の 記録波形に つ い て

　胎動計記録と電子 ス キ ャ ン との 比較で は
， 電子

ス キ ャ ン で 認め た 胎動 は
， 胎動計記録 と 100％一致

し，胎動計記録 の 約90％が電子 ス キ ャ ン 観察で も

図 2　 胎 動 計 記 録 と電子 ス キ ャ ソ で の 胎動観察 と の 比較

・、．．。τOA 　 心。　　 1叮5 匚聖r　　　　 哺 ．3F−，Cl 　　 　 i，：ニー
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10LD

　− 　60　secends 　一

　 図 3　 M モ
ー

ド記 録 と 胎動計記録の 比 較
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認め られた （図 2 ）。さらに 記録 し た ス パ イ ク の 大

ぎさ と運動の 大 きさは ほぼ比例 し ， 妊娠後期 の 胎

児躯幹部回 転様運動で は
， 回転 の 1 回 の往復で 2

回 の 胎動信号が記録 された ．M モ ー ドに よ る胎動

記録に
一

致した 胎動計記録が得 られ た （図 3 ）．次

に 2 例 の 子宮筋腫例 で ， 安静時 と運動時に つ い て

み る と ， 安静 時で は 胎動図上 に ス パ イ ク は記録 さ

れず ， 運勤時で は 記録 され た．従つ て 母体安 静状

態で の 胎動記録で は 母 体に よる影響は な い もの と

考え られた ．

　2。胎動 と胎児心 拍数 との 関連

　
…群 の 胎動 で は

， 大 きな胎勳前に小 さな胎動が

あ り， さらに ．．一過性頻脈 と同時的に 発生 した （図

1 ）．記録振幅13mm 以上 の 胎動が 10秒以内 に 2

回以上 ある
一一群 の 胎動に 対応す る

一
過性頻脈 （振

幅 15bpm 以上で 持続15秒以上）の 発生頻度は
， 妊

娠28〜31週 で 42〜87％，32〜35週 で 60〜100％ ，

36〜40週 で 91〜100％で あつ た （図 4）．単発 の 胎

動は
， 妊娠 28週以 降で 433個記録 し た が，

t−tt一
過性頻

脈 の 併発 は 認め なか つ た。妊娠 23週か ら
一

群 の 胎

動 に 対応 し た 胎児心拍数一過性増加が 明 らか に な

OZ
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9

SD

7060
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4：．

］o

D

図 4　 妊娠週数 に よ る胎動 バ ー一
ス トに 関連 し た

一
過性

頻脈 の 出現率

  

 

 

 

ゆ

＠
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図 5　 胎動バ ー
ス トに 関連 し た 心 拍数

一
過性増加の 最大値 （左） と持続 時 間 〔右 ） と

　 妊 娠 週 数 との 関 係

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ls　veelts
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図 6　 胎 児 しや つ く り様 運 動時の 胎児心 拍数図 と胎動記録
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ひ亠 ば

　　　　　 門℃　　qg算・麗5

り，心拍数増加の 振幅の 最大値 は妊娠週数 ととも

に 直線的に 増加 した （図 5 ）．心 拍数増加の 振幅の

最大値を Y ， 妊娠週数を X とす る と回 帰式は Y 云

1．07X − 17．12（r ・＝ O．78）で あつ た ．心 拍数増加 の

持続 時間 を Y ， 妊娠週数 を X とす る と回 帰式 は

Y ＝ O．59X − 3．08 （r ＝＝ e．32）で あつ た。持続時間

は 妊娠 30週 まで は 増加傾 向が み られた が ， 30週以

降で は ば らつ きが 多か つ た （図 5 ）．

　 3． い わ ゆ る 「しや つ く り様運動」 に つ い て

　母体 に も自覚 され ， 新生児に もみ られ る こ の 運

動は ，妊娠 24〜37週の 16例に 記録 された ．持続時

間 は 4 分 2G秒 一一　17分 ， 平 均 8 分20秒 で 1 分 間

25〜28回 の 特徴あ る規剿的な ス パ イ ク が連続 した

（図 6）．M モ ー ド記録で も約2．2秒 の 同周期 の 胎

児胸壁 の 運動 を記録 した （図 7）．心拍数図上 で は

図 7　 し や づ く り様運動時 M モ
ー

ド に よ り記録 し た

　胎児胸壁 の 動ぎ

図 8　 妊 娠 初期 の 胎動記録
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図 9

　　　　　　　　　　　　　　　超 音 波 ドプ ラ 胎 勤 計 に よ る胎 動 の 検 討

H 中 の 長 時 間記 録 で の active 　phase，　resting 　phase し や つ く

　　　　11
鹽
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り様運動の 発生 状況
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表 1 母 体 自覚 と胎 動 計 記 録 との 比較

CasegestatiQnal
　　　age

number 　 of

　　burst
　　（A ）

　　　　number 　 of

maternal 　perCept正on
　　　　　　　（B ）

B〆A
％

　　number 　of

spikes （＞ 13mm ）
　　　　　（C ）

　　　　number 　Qf

maternal 　perceptiQn
　　　　　　　（D ）

D〆C
％

M ．K ． 28w3d 41 30 732 256 76 29，7

T ．S． 29w2d 25 12
　　　　　　　　　　…

48．0 135 46 34．1

K ．K ． 29w6d 8 8　　 i100 58 ・・　 151．7
M ．K ． 30wOd 17 12

　　 170．6 ユ34 37　　 　　 　 127 ，6

K ．S． 31wDd 12 6 5D，0 56 23 41．1
R ．H ． 31w／d 15 12 80．0 135 27 20，0

K ．K ． 31w6d 3】 17 54 ．8 228 34 14．9

M ．S ． 31w6d 12 9 75，0 65 20 30、8

Y ．Y ． 32wOd 13 6 46．2 62 17 27 ，4

K ．1， 32w4d 2ユ 15 71．4 122 57 46，7

Y ，N ， 33w2d 20 王2 60．0 146 34 23．3
H ．N ． 34wOd 4 4 1〔10 34 12 35，3
A ．Y ， 35w5d 4王 33 80．5 225 67 29．8

S ．M ． 36w2d 9 7 77．8 69 玉9 27．5

s ．u ． 37w2d 11 5 45．1 101
　 　 　 　 　 　 　 　 ’

6 5．9

280 188 67．1 1826 505 27．7
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躯幹部 回転様運動を伴 なわ ない 限 り，こ の 運動 中

に
一

過性頻脈 は 認め な か つ た （図 6 ）．出現頻度で

は ，短時間記録で は 妊娠 28週以降で 23例中 5例 し

か記録 されなか つ た が，日中の 長時間記録 で は 12

例 中 8例 と高頻度に 記録 され ， さ ら に 3例 に は 1

日 2 回記録され た （図 9 ）．

　 4．母体 自覚 と の 比較

　胎 動図上 の 記録振 幅が 10mm 以下 で は 母 体 の

自覚は な か つ た．記録振幅 13mm 以上 の胎動で は

5．9〜51．7％ ， 平 均27．7％に ，
一

群 の 胎動 で は

45．1〜100％，平均 67，7％に 母 体 の 自覚が あつ た

が ， 個人差 は 大で あつ た （裘 1 ）．

　5．妊娠初期中期の 胎動記録

　妊振初期 で は，11週後半以降（CRL54mm 以上）

か ら胎動が記録 された （図 8）．妊娠 16週で は ジ ャ

ソ プ様運動な どに 一致 し た 単発的な胎動が 記録 さ

れ ， 妊娠 18〜20週で は 胎動に 伴な う心 拍数一過性

増加は 認め なか っ た ．

　 6， 日中の 長時間記録の 検討

　 a ．い わ ゆ る active 　phase に つ い て

　胎動図上で は
，

一群 の 胎動の 持続時間は 15秒以

内 ， 15秒〜 1 分 ，
2 分以上 の 3 つ に大別 された ．

特に 2分以上 続 く胎動 バ ース トは 妊娠 33〜35週 冫こ

頻発 し ， 心拍数図上で は 長 い頻脈が続 い た ．

　b．い わゆる resting 　phase に つ い て

　胎動 図上 で 明瞭 な ス パ イ ク 状 の 胎動記録が な

く， 胎児心拍数基線の 細変動 の少 ない 状態で あ il　p

持続時間は 10〜36分 ， 平均 20分で あつ た ．出現時

　 　 　 表 2　 母 体昼 食前後の 胎動 数 の 比 較

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 敏壬妨く29へ’37週，　11｛列）

11 ：00　　　　　11 ：3〔｝　　　　 玉2 ：00　　　　　　 13 ：00　　　　　13 ： 30　　　　　14　：00
i

29　 　　 　　 　　 28 6　　1　　　 4M ，M
（29w　6　d） 57 工0

160　 　　 　　 　　 38 28了　 　　 　　 　 188
正　Y
（含OwOd ） 198 475

54　　　 　　　　 60 17】　　　　　　 169K ．T
（32wld ） 1／4 340

C　F
（念3w4d ）

56　 　 　 　 　 　 　 76 32　 　　 　　 　 215

132 247

1ユ7　 　　 　　 　 36 235　 　　 　　 　 214YM
（き4w5d ）

］53 449

39　　　 　　　　 71 17　　　　　　　 89HA
（含4w6d ） 110 lD6

449　　　　　　 194 21 　　　　　　 346K ．M
（35w 　2　 d ） 643 556

678　　　i　　　 470 146　 　　 　　 　 147C　F
（き5w3d ） 1148 293

283　　 1　　　 76 36　　 　 　　 　 367Y　S
〔35w4d ） 359 403

UM
（ヨ6w5d ）

8　 　　　　　 125 19　　 　 　　 　　 33

133 52

33　　　　　　 321K ．M
（37w 　2　 d ） 35荏 一 L25436

！

total
1906　 　　 　 　　 1495 1377　　 　　 　　 1808

3401 3185
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図 10　 日 中の 各時刻帯の 胎動数（妊娠 28〜37週，12例 ）
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刻帯は 13時台 と16時台に 多 くみ られ ， 1 つ の rest −

ing　phase と次 の resting 　phase まで の 時 間 は

24〜152分，平均 79分で あつ た （図 9 ）．

　c．胎動数の 日中変動に つ い て

　 1時間あた りの 胎動数 （記録振幅 13mm 以上）

を 日中の 各時刻帯 に つ い て み る と ， 平均値で は
，

11時台，13時台で 少な く，14時以降 は やや増加傾

向 で あつ た． 1時間 あた りの 胎動数 の 最大値 は

2，860回 ， 最小値は 15回 で あつ た （図 10）．

　d。昼食前後の 胎動数 に つ い て

　昼食前後 の 胎動数 （記録振幅 13mm 以上 ）を比

較 し て み る と，昼食前後 30分間で は 昼食後 に 11例

中 7例 に 胎動数の 減少， 4 例に 増加，同様 に 昼 食

前後 1 時間で は 11例中 6例 に 胎動数の 減少 ， 5例

に増加を認め た （表 2）．従 つ て 母 体 の 食事に よ る

胎動数の 増加 ま た は 減少 の
一

定 の 傾向は認め な か

つ た。

　　　　　　　　　考 　　察

　胎勳を評価す る上 で ， 胎動の 種類 ， 胎動数の 経

時的変化，胎動に 対応 し た 胎児心拍数の 変化な ど

が重要で あ り， 実際に は 胎動記 録法 の 精度や母体

に よ る 影響 などが問題 とな る．

　本研究で は ， 電子 ス キ ャ ン で 認め た 胎動の 100％

に本法 の 胎動信号が記録で き， 逆 に 電子 ス キ ャ ソ

の 胎動判定 は胎動計記録の 約90％で あつ たが ， こ

れ は検者の 主観の 介在の ため と思 われ る bM
モ

ー

ド との 比較で は非常に よ く一致 した胎動記録が得

られ た ．従 つ て 本法 は客観的で 精密な胎動記録法

で ある．本研究で は，胎児躯幹部回転 様運動や い

わ ゆ る 「しや つ く り様運動」が明瞭に 記録 され た。

　母 体 の 自覚 胎 動は
，
daily　 fetal　 movement

count （DFMC ）の低値 と fatal　distressや 胎児発

育障害 との 関連が示 唆され
7）2n

，臨床的意義は大で

あ るが
， 客観的 な 判断 と し て は 不 確実 で あ る。

Gettinger　et　al．8）1＊，母体 の 胎動 自覚は 電子 ス キ ャ

ン で 認め た胎動の 平均40％に す ぎず，個人差 が大

で ， 胎動数が少な い とさ らに不 正確に な る と報告

し た 。本邦 で も榊原 ら2）は
，
二 台 の 電子 ス キ ャ ン と

分娩監 視装置を使 い ，母体 の 胎動 自覚は全胎動情

報の 28，5％と報告 した．本研究で は，母体の 自覚

は 一群 の 胎動の 平均 67．1％ ， 記録振幅 13mm 以上

の 胎動数の 平均27．7％で あ り， 記録振 幅10mm 以

下の 胎動で は母体の 自覚はなか つ た ．母体 自覚は

詳細 な客観的胎勸評価 に は不 適当 と考え られ る．

　Sadovsky　et　aL23 ）が
， 胎動 に 関連 し た 一過性頻

脈 が 20分間に 2 回以上 ある と きの 胎児予後は 2回

未満に 較べ て よ い と報告した よ うに，胎動に 関連

した胎児心 拍数変化の 評価は ， 胎児の well −being

を判断す る 上 で 重要で ある．本研究で 胎動バ ース

ト と心 拍数増加 の 関連 を検討 した と こ ろ，胎 動

バ ー
ス トに 対応 した 心 拍数

一過性増加 は
， 妊娠

18〜20週で は 認め ず，妊娠23週か ら明 らか に な り，

心拍数
一

過性 増加 の 振幅 の 最大値 は妊娠 25週 で 平

均 10± 3bpm ， 30週 で 14± 3bpm ， 35週で 20± 5bpm
，

38週で 25± 6bpm と妊娠週数 と と もに 直線的 に 増

加 した 。Wheeler　et　al．2s ）は
， 胎児心 拍数の み か ら

10bpm 以上 の
一

過 性頻 脈 は 妊娠 25週か ら明 らか

で ，34週か ら全例 に 認め ，妊娠 35〜41週の
一

過性

頻脈 の 振 幅は 25± 8bpm
， 持続 時 間 は 39± 27秒 と

報告 し た ．胎動に 対応 した 心拍数
一

過性増加 の 振

幅の 最大値 は 胎児機能的成熟 の 判定にお い て有意
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義 と考 えられ るが，持続時間 は 変動が大で ある．

Timor・Tritsch　et　 aL26 ）tま，胎児心 電國 な どを用

い
， 妊 娠24週 以降 で は 10bpm 以上 の

一
過性 頻脈

は ， 3秒以上 続 く胎動で は 99．8％に ， 1 〜 3秒続

く胎動 で は 91．2％ に 出現 した と報告 し，さ らに 胎

動 と心拍数増加 の 発生は 胎児で は 1．3秒 ， 新生児で

は 1．0秒 の lag　time があ る が，ほ ぼ 同時的 で あ る

と述べ て い る．本装置の 記録で も胎動と胎児心拍

数増加 の 発生 は 同時的で あつ た．胎動 バ ース トに

対 す る
一

過 性頻 脈 の 出現 率 は 妊 娠 28〜31週 で

42〜87％，32〜35週 で 60〜100％，36 − 40週 で

91〜100％で あつ た ．Rabinowitz　et　al．is）は ， 本研

究 と 同様 ， 妊娠 33〜41週 で 母体 自覚胎動の 78．6％ ，

電子 ス キ ャ ン で 認め た 胎動 の 99．6％に
一

過性頻脈

を認め た と報告 した ．さ らに 15bpm 以下 の一過性

頻脈 の 18％が上肢 の 動きに 関連 した と報告 し た ．
一

方，胎 動 に 関 連 し た 一過 性 徐 脈 の 報 告 も多

く
24）26）2S ），今後の 詳細な検討が望 まれる．

　胎児の 「しや つ くり様運動」 は ， 本研究で は妊

娠 24週か ら記録され た が
， 電子 ス キ ャ ン で の 観察

で は 22週 か ら
5）11）

， 母体 自覚で は 24週か ら認め られ

る とい う
16）．こ の 運動 の 持続時間 は 4 分20秒 〜17

分， 平均 8分20秒で ， 1分間25〜28回の 規則的な

ス パ イ ク が記録 された ．宇津
4）は

， イ ン ピ ーダ ン ス

法 に よ り平均 2 〜 4 秒間隔で 起 こ り10分間持続 ，

Timor −Tritsch　et　aL25）1ま， 外測陣痛計を用 い て 1

分間 15〜25回 ， 5 〜18分持続 ， Patrick　et 　al ．15）は，

電子 ス キ ャ ソ を用 い て 3 〜 6 秒間隔で 平均 11．9分

（6，7〜16，5分）持続 した と報告 し た ． 日中の 長時

間記録で は 12例中 8例 に 高頻度に 発生 し ， 3例 に

は 1H2 回記録 し た が
，
24時間 の 電子 ス ギ ャ ン 胎

動観察で は最高 6 回認め た とい う報告や勉 時刻

帯や母体の 食事 に無関係と い う報告がある
19），本

運動は ，出現頻度か らは 胎児 の 正 常な動きの 1 つ

と考え られ る 。こ の 運動中 ，
．一過性頻脈は認 め な

か つ た が
， Miller　et　aLi4）ark， 数秒の 2〜20bpm の

V 字形
一

過性徐脈を認め た と報告 し て お り， 心 拍

数変化 と の 関連が注 目され る。

　胎児活動の short ・term の 周期性 を 日中 の 長 時

間記録で 検討 した．胎動 と胎児心拍数変動の 状態

か ら
，

い わ ゆ る active 　phaseと resting 　phase を

区別 し て み る と，resting 　phase の 持続は 10〜36

分，平 均20分， 各 resting 　phase の 発 生 間 隔 は

24〜152分， 平均 79分で あ り， 時刻帯で は 13時台 と

16時台で 多 く出現した ．こ の よ うに胎児の active

phase と resting 　phase の 交互 発生の 存在は 明 ら

か で ある ，Grant　et 　al．iO）は
， 筋電計を用い ， 母 体

の 睡晦に 関係な く40〜80分の rest ・activity 　cycle

を 認め
，
Timor −Tritsch　et　al．27）1ま62．5分 （quiet

state 　22．8分，　 non ・quiet　state　39．5分）の 周期性

を報告 し，Wheeler　et 　al ．29｝は 平均 12．5分 （6 〜25

分）の rest　time を報告し て い る。こ の よ うに rest −

ing　phase の 持続 は 平均約20分 と考え られ る，し

か し，24時間の 電子 ス キ ャ ン 胎動観察で最長 75分

の rest 　 time の 報 告 も あ り
17）

，
　 NST で の non

reactive の 判定に は resting 　phase の 慎重な考 慮

が必要で ある，

　 日中の 胎動数の 変化をみ る と
， 各時刻帯の 胎動

数の 平均値に は 著明な差は な か つ たが
，

1 時間あ

た りの 胎動数は 最大 2，860回 ， 最小 15回 と個体差が

認 め られた 。母体の 昼食前後の胎動数の
一

定の 変

化は な か つ た ．呼吸様運動は 食後に 増加す る とい

う報告があるが 12）16｝
， 躯幹部 の 動 ぎは 食事 で は 影

響 されな い と い う報告が多い
6u7 ）．母体の 血 糖値 は

胎 動数に 関 係な い と い う報告 もあれ ぽ 17）
， 1009

0GTT を行な つ た妊婦で は
，
血糖値 の 上昇に よ り

胎動数が増加 した と い う報告もあ る
13）．本研究 で

は 日中 の 各 時刻帯 の 胎動数に個体差が あ り，胎動

の short −term の 周期性が存在 し
， 昼食前後の 胎動

数に
一

定の 傾向を認め なか つ た こ とか ら， 胎児 は

各 々 独 自に活動し て お り， 母体の 食事で は 影響 さ

れ な い と考 え られる。

　本研究を指導校閲 され た鳥取大 学医学部，前 田
一
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